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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
29
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午
後
２
時
頃

会
場　

�

国
立
文
楽
劇
場
（
近
鉄
・
地
下
鉄
「
日
本
橋
」
駅
徒

歩
１
分
）

演
目　

「
鈴
の
音
」「
西
遊
記
」　
　

定
員　

30
人

会
費　

大
人
３
８
０
０
円
、
小
人
１
５
０
０
円
（
特
別
価
格
）

※
終
了
後
、
希
望
者
に
桐
谷
勘
十
郎
氏
に
よ
る
舞
台
裏
解
説

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

親
子
劇
場
　
文
楽
を
楽
し
む
会

日
時　

８
月
１
日
（
水
）
午
後
８
時
～
９
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

報
告
者　

寺
嶋
洋
幸
理
事
、
伊
津
進
弘
理
事
・
相
談
役

「
歯
周
病
と
糖
尿
病
」研
究
説
明
会（
協
力
歯
科
医
師
対
象
）

日
時　

８
月
４
日
（
土
）
午
後
３
時
～
６
時

会
場　

�

と
み
も
と
歯
科
（
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮
橋
」
駅
か

ら
徒
歩
10
分
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま

す
。
実
習
は
「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク
基
礎
編「
バ
キ
ュ
ー
ム
実
習
」

日
時　

８
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

備
考　

�

申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
フ

ァ
ッ
ク
ス
し
ま
す

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

７
月
26
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

�

内
山
百
夏
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
・
歯

科
放
射
線
学
教
室
助
教
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区

「
パ
ノ
ラ
マ
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
の
読
影
の
基
本
」

日
時　

８
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

�

吹
田
市
民
会
館
会
議
室（
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
か
ら
徒
歩
２
分
）

講
師　

佐
飛
淳
一
税
理
士
（
協
会
顧
問
税
理
士
団
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員  

50
人

北
大
阪
地
区

低
成
長
時
代
の
歯
科
医
院
経
営
～
低
収
入
で
克
ち
残
る
に
は
～

日
時　

８
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
～
２
時
30
分

集
合　

�

午
後
12
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
の
中
央
改
札
前
に
集

合　
　

定
員　

20
人
（
要
事
前
申
込
、
先
着
順
）

会
費　

会
員
、
家
族
・
従
業
員
無
料

※
「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
の
試
飲
が
で
き
ま
す

北
大
阪
地
区

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場
見
学
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「
先
生
、
来
年
の
大
阪
国

際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
時
に
あ

る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
ま

し
ょ
う
や
」

　

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
大
将

が
声
を
掛
け
て
き
た
。
49
歳

の
誕
生
日
を
１
ケ
月
前
に
祝

っ
た
７
月
、
な
じ
み
の
寿
司

屋
で
一
杯
飲
ん
で
い
た
時
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
酒
の
勢
い

も
あ
っ
て
か
、
あ
ま
り
考
え

い
」「
タ
イ
ム
は
無
理
だ
」、

挙
句
は
「
診
療
に
差
し
障

る
」
等
々
、
次
々
に
マ
イ
ナ

ス
言
葉
と
言
い
訳
を
発
し

て
、
と
う
と
う
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
も
着
か
ず
棄
権
し
て

し
ま
っ
た
。

　

後
悔
の
念
と
敗
北
感
で
自

室
に
い
た
時
、
当
時
小
学
６

年
生
の
長
男
が
入
っ
て
き
て

一
言
。「
あ
ん
な
に
頑
張
っ

て
た
の
に
、
こ
ん
な
に
簡
単

に
諦
め
る
の
？
」

　

子
供
に
と
っ
て
、「
格
好

い
い
父
親
で
い
な
く
て

は
！
」　
　

　

再
び
闘
志
に
火
が
付
い

た
。
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
大

会
を
探
し
４
月
の
「
淀
川
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
出
場
登

録
、
１
時
間
46
分
で
完
走
し

た
。
ゴ
ー
ル
直
後
に
妻
が
撮

っ
て
く
れ
た
写
真
の
自
分
は

清
々
し
く
「
男
前
」（
笑
）、

や
り
遂
げ
る
と
テ
ン
シ
ョ
ン

が
あ
が
る
快
感
を
覚
え
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
う
な
る
と
止
ま
ら
な

い
。「
今
度
は
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
！
」。
10
月
の
大
井
川
島

田
マ
ラ
ソ
ン
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
目
標
を
「
初
マ
ラ
ソ

ン
、
サ
ブ
フ
ォ
ー
（
４
時
間

以
内
の
完
走
）」
に
絞
り
、

ひ
た
す
ら
走
り
続
け
た
。
結

果
は
完
走
！　

た
だ
し
タ
イ

ム
は
24
分
余
分
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
。
次
こ
そ
サ
ブ
フ

ォ
ー
達
成
を
目
標
に
走
り
続

け
て
い
る
。
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ

ー
！

　
篠
原
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
中
島

勇
人
先
生
（
東
成
区
）
で

す
。

ず
に
「
出
よ
か
！
」
と
答
え

て
い
た
。
運
動
不
足
を
自
覚

し
て
い
た
私
は
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
日
課
に
は
し
て
い
た

が
、
走
る
こ
と
と
は
無
縁
で

あ
っ
た
。
ウ
オ
ー
ク
か
ら
ラ

ン
へ
チ
ェ
ン
ジ
し
た
。

　

「
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
21

・
０
９
７
５
㌔
）、
制
限
時

間
２
時
間
」。
距
離
と
時
間

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
っ

た
。
暇
を
見
つ
け
て
は
走

り
、
休
日
は
長
距
離
走
を
入

れ
て
11
月
に
は
20
㌔
を
完
走

で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い

た
。

　

「
あ
と
は
時
間
や
な
ぁ
」

と
思
い
始
め
た
矢
先
の
年
の

暮
れ
、
練
習
中
に
右
膝
を
痛

め
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
な
る

と
お
か
し
な
も
の
で
、「
完

走
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

　

審
議
が
尽
く
さ
れ
な
い
な

か
、
民
主
、
自
民
、
公
明
３

党
は
６
月
26
日
、
衆
院
本
会

議
で
消
費
税
増
税
と
社
会
保

障
大
改
悪
の
「
３
党
合
意
」

法
案
を
強
行
採
決
し
た
。
協

会
の
戸
井
逸
美
政
策
部
長
は

強
行
採
決
に
抗
議
す
る
談
話

を
発
表
し
た
。

◆　
　

◇　
　

◆

　

民
主
、
自
民
、
公
明
３
党

は
密
室
談
合
の
合
意
（
６
月

15
日
）
に
基
づ
き
６
月
26

日
、
消
費
税
を
10
％
に
引
き

上
げ
、
社
会
保
障
の
大
改
悪

を
押
し
付
け
る
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
関
連
８
法
案

を
衆
院
本
会
議
で
強
行
採
決

し
た
。

　

政
府
案
に
50
以
上
も
の
変

更
を
加
え
た
新
法
に
も
か
か

わ
ら
ず
13
時
間
余
の
審
議
で

国
民
の
声
を
聞
く
公
聴
会
も

開
か
ず
に
採
決
し
た
こ
と
は

議
会
制
民
主
主
義
に
対
す
る

暴
挙
で
あ
り
容
認
で
き
な

い
。

　

こ
れ
ら
の
法
案
の
参
議
院

で
の
廃
案
を
求
め
る
と
と
も

に
、
直
ち
に
衆
議
院
を
解
散

し
、
総
選
挙
で
国
民
の
信
を

室
談
合
で
削
ら
れ
た
。
一
方

で
、
低
所
得
者
や
中
小
企
業

へ
の
対
策
は
全
く
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
89
年
の
消
費
税

導
入
以
来
、
消
費
税
導
入
・

増
税
と
セ
ッ
ト
で
法
人
税
減

税
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

今
回
も
法
人
税
の
実
効
税
率

活
破
壊
を
生
み
、
社
会
保
障

財
源
を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
と

い
う
負
の
連
鎖
が
加
速
す

る
。
経
済
動
向
に
左
右
さ
れ

や
す
い
歯
科
医
療
で
は
、
深

刻
な
受
診
抑
制
が
起
こ
り
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
国

民
の
口
腔
崩
壊
が
さ
ら
に
広

意
に
よ
る
「
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
関
連
８
法
案
」

の
内
容
は
、全
く
逆
で
あ
る
。

　

「
社
会
保
障
改
革
推
進
法

案
」
に
は
、
社
会
保
障
の
基

本
的
な
考
え
方
を
「
国
民
が

自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
家
族
相
互

と
し
て
改
変
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

２
０
０
１
年
以
降
の
新
自

由
主
義
を
基
本
と
し
た
構
造

改
革
で
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
保

障
が
削
減
さ
れ
、
破
壊
さ
れ

た
。
非
正
規
雇
用
が
35
・
２

％
に
上
り
、
年
収
２
０
０
万

円
以
下
の
労
働
者
が
１
０
４

５
万
人
を
超
え
、
社
会
保
険

（
公
保
険
、
年
金
、
医
療
保

険
）
制
度
へ
の
加
入
者
が
激

減
し
た
。
そ
の
た
め
生
活
保

護
の
受
給
者
は
２
１
０
万
人

超
と
な
り
、
そ
の
制
度
か
ら

さ
え
締
め
出
さ
れ
た
国
民
が

命
を
奪
わ
れ
つ
づ
け
て
い

る
。
自
ら
命
を
絶
つ
国
民
が

毎
年
３
万
人
を
超
え
る
異
常

な
日
本
社
会
が
生
み
出
さ
れ

た
。
消
費
税
増
税
関
連
法
案

な
ら
び
に
社
会
保
障
制
度
改

革
推
進
法
案
は
、
こ
う
し
た

構
造
改
革
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
る
内
容
で
あ
る
。

　

日
本
経
済
を
立
て
直
す
た

め
に
は
、
国
民
の
命
と
生
活

を
守
る
社
会
保
障
の
充
実
と

内
部
留
保
を
増
や
し
続
け
る

大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
果

た
さ
せ
、
99
％
の
国
民
の
健

康
と
生
活
、
権
利
を
守
る
こ

と
だ
。

　

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
関
連
８
法
案
は
、
ま
さ
に

憲
法
25
条
で
保
障
さ
れ
た
国

民
の
権
利
を
踏
み
に
じ
る
も

の
で
あ
り
、
絶
対
に
容
認
で

き
な
い
。
私
た
ち
大
阪
府
歯

科
保
険
医
協
会
は
、
こ
れ
ら

の
法
案
に
反
対
し
、
廃
案
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
す
。

２
０
１
２
年
７
月
６
日

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

政
策
部
長　

戸
井
逸
美

５
％
引
き
下
げ
に
加
え
、
さ

ら
な
る
法
人
税
減
税
の
検
討

ま
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

消
費
税
増
税
は
、
消
費
を

縮
小
し
、
日
本
経
済
を
さ
ら

な
る
不
況
に
陥
れ
る
。
不
況

の
深
化
が
新
た
な
雇
用
や
生

が
る
。
ま
た
、
歯
科
医
療
を

担
う
歯
科
医
院
の
経
営
の
危

機
を
広
げ
る
。

　

政
府
や
マ
ス
コ
ミ
は
、
消

費
税
を
安
定
財
源
と
し
て
社

会
保
障
を
拡
充
す
る
と
喧
伝

し
て
い
る
。
し
か
し
３
党
合

及
び
国
民
相
互
の
助
け
合
い

の
仕
組
み
を
通
じ
て
そ
の
実

現
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
社
会

保
障
を
国
の
責
任
か
ら
自

助
、
自
立
を
基
本
と
し
た
家

族
や
国
民
の
助
け
合
い
制
度

問
う
べ
き
で
あ
る
。

　

消
費
税
増
税
法
案
は
、
当

初
、
政
府
案
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
富
裕
層
へ
の
所
得
税

や
相
続
税
の
最
高
税
率
の
引

き
上
げ
な
ど
、
わ
ず
か
な
増

税
案
さ
え
、
民
・
自
・
公
の
密

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
関
連
８
法
案
の

衆
院
強
行
採
決
に
抗
議
し
参
議
院
で
の
即
時

廃
案
と
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
を
求
め
る　

中保歯科1112号-03.indd   3 2012/07/10   18:40:37


